
宮崎県の乳用牛群検定事業への　最近の取組み　（メモ）

1 牛群検定の状況 26 年度末現在

（１） 4 組合 戸 頭

検定農家比率 ％ 検定牛比率 ％

（２） 305日乳量 ㎏ （全国　9,448㎏　都府県　9,521㎏　北海道　9,410㎏）

（３） 分娩間隔 日 （全国　435日　都府県　446日　北海道　429日）

2 牛群検定を活用した、地域での取組内容

（１） 産地分析を活用した酪農支援活動

※ 産地分析の基礎データ　：　牛群検定データ、生乳販売データ

① その地域での自分の立ち位置を知ること。

② そして、我が家の課題を確認する。

③ 支援体制は、その地域の酪農担当技術員会（ＪＡ、行政等）が中心となり、

他関係機関とも連携し支援チームを結成する。

④ 技術員会で農家選定し、巡回支援する。2か月1回の技術員会で情報の

共有化を図る。

⑤ 具体的な取組方法

ｱ 問題の抽出　：　産地分析による問題の洗い出し　飼養管理等アンケート

ｲ 改善内容の提案　：　問題内容の提案　改善内容と順序の決定

ｳ 具体的改善に向けた支援　：　具体的改善案の提示　改善に向けた支援

チーム体制の確認　改善方法や時期の明確化

⑥ 今後は、県内各地域を対象とした仕組みへ移行予定。

※ 内容は、ＪＡ宮崎経済連ＨＰ　酪農宮崎2月号Ｐ3・4に掲載。

（２） 各牛群検定組合による研修会の実施

3 牛群検定推進の課題

（１） 酪農経営に有効なデータ活用の推進

（２） 検定組合員の減少による組合運営の方向性

平成27年7月9日
ＪＡ宮崎経済連酪農課　大村
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